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荷重に耐えられない場所に取り付けない 
取付部の強度が弱いと本機が落下してけがの原因となります。 

長期使用を考慮して設置場所の強度を確保する 

長期使用により設置場所の強度が不足すると本機が落下してけがの原因となります。 

工事専門業者以外は取り付け、取り外し工事をしない 
工事の不備により、本機が落下してけがの原因となります。 

安 全 上 の ご 注 意 

安全のために、必ずお守りください。 

 

この表示の欄は、死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容を

示しています。 

この表示の欄は、傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能

性が想定される内容を示しています。 

本説明書ではお使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために、必ず

お守りいただくことを次のように説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区

分し、説明しています。 

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。(下記は絵表示の

一例です。) 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容を示しています。 

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容を示しています。 

設置工事部品は、必ず付属品及び指定の部品(別売部品等)を使用する 

当社指定部品を使用しないと、本機の落下・感電・火災および動作音や振動が大きく

なる原因になります。 

電気配線工事は、必ず電気工事登録業者に依頼する 

施工に不備があると、感電や火災などの原因になります。 
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電源ケーブルや電源プラグを破損するようなことはしない 
（傷つけたり、加工したり、高温部に近づけたり、無理に曲げたり、ねじったり、引

っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない） 

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。 

電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にも

ホコリの付着、詰まり、がたつきがないことを確認し、根元まで確実に差

し込む 

ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセン

トにがたつきがある場合は交換してください。 

分解や修理・改造をしない 

火災・感電の原因になります。 ● 修理は、取扱店または当社までご相談ください。 
分解禁止 

 

接続ケーブルの配線は、途中接続やより線の使用はせず所定のケーブルを

使用して確実に接続する 

端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定しないと、故障や発熱、

火災の原因になります。 

アース端子を電源コンセントに差し込まない 

アース線はアース端子以外には接続しないでください。火災・感電の原因になります。 

コンセントや配線器具の定格を超える使い方や交流 100V(50/60Hz)以外で

は使用しない 

たこ足配線など、定格を超えると発熱により、火災の原因になります。 

持ち運ぶときは衝撃を与えない、本機を落とさない 

破損したまま使用すると、火災・感電・けがの原因となります。 

本機に取り付けるプロジェクターは、必ず適用製品を使用する 

適用プロジェクター以外を取り付けると、本機またはプロジェクターが落下する原因

になります。 
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本機の動く範囲内に動きを妨げるものや、壊れやすいものを置かない 

製品や置いたものが破損する原因になります。 

本機を無理に引き出さない 

本体または機構が破損したり、脱落する原因になります。 

■ 取り扱い上の不備、または天災等による事故・損傷について当社は責任を負いません。 

アース線を必ず接続する 

安全のために必ず、アース接続をおこなってください。アース接続は必ず電源プラグ

をコンセントに差し込む前におこなってください。また、アース接続を外す場合は、

必ず電源プラグをコンセントより抜いてからおこなってください。 
アース線が不確実な場合は、故障や漏電のときに感電の原因になることがあります。 

アース線を 

接続する 
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設置完了後には必ず運送用補強金具を取り外してください。取り外し

をせずに昇降機を動作させると、プロジェクターが破損する原因にな

ります。 

天井内カバーEE-10C(オプション)をご利用のお客様へ 

昇降機本体の設置後、別冊の天井内カバー『設置説明書』をご確認の上、取り付けてくだ

さい。 

3） 補強金具の取り外し 

昇降機本体の取り付けが完了しましたら、昇降機本体下部の運送用補強金具を取り外してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 赤外線受光部の取り付け                         

1) 赤外線受光部のユニット部を固定している2本のねじをはずします。 
2) 天井の開口面をユニットカバーとプレートで挟み、ねじで固定します。 
3) 赤外線受光部のケーブルを昇降機本体に確実に差し込みます。 
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 ■ 電源ケーブルの接続                          

1) 昇降機本体に付属の電源ケーブルを差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) リモコン送信機のDOWNボタンU Pボタンを押して昇降動作を確認してください。確認後は
再度DOWNボタンを押して、昇降板を降ろした状態で止めておいてください。 

リモコンの作動範囲 

昇降中は昇降機本体を揺らしたり、昇降板を引いたりしないでくださ

い。落下の原因になります。 

電源プラグは必ず根元まで差し込んでください。差し込みが不完全で

すと、感電や発熱による火災の原因になります。 

赤外線受光部は必ず根元まで差し込んでください。差し込みが不完全

ですと、破損の原因になります。 

必ず赤外線受光部の取り付けが完了してから電源ケーブルのプラグ

を接続してください。故障の原因になります。 

昇降中は直下に人が立つことのないようにしてください。事故の原因

になります。 
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故障かな？とおもったら                            

異常が生じたときは修理を依頼する前に次の点検をしてください。点検前に必ず電源プラグを抜

いてください。下記の項目にしたがって点検されてもなお異常がある場合は、取扱店または当社

までお問い合わせください。 

症状 チェック 処置 

電源プラグがコンセントにしっ

かり差し込まれていますか？ 

AC100Vのコンセントに電源プラ

グを差し込んでください。 

リモコン送信機は赤外線受光部

に向けて操作していますか？ 

リモコン送信機を本体の赤外線

受光部に向けて操作してくださ

い。 

リモコン送信機と赤外線受光部

の間に障害物がありませんか？ 

障害物を取り除く、または赤外

線受光部の取り付け位置を変え

てください。 

リモコン送信機の乾電池が消耗

していませんか？ 

乾電池を 2 本とも新しいものに

交換してください。(単4形) 

昇降機が動作しない 

モーターの加熱防止装置が働い

て停止していませんか？ 

モーターの冷却のためしばらく

放置してから操作してくださ

い。（15～20分） 

 




